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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。

==== 2008.07.02 号 ============ 目 次 ================== Vol.23 ==

<<< 業 界 ニ ュ ー ス > > > > > > > > > > > > > > > Chapter 01 >>>

<<< ア メ リ カ の 最 新 事 情 > > > > > > > > > > > > > > Chapter 02 >>>

<<< フランチャイズ・ビジネスの歴史 > > > > > > > > > > > > Chapter 03 >>>

<<< フランチャイズ 関連知識 法定開示書面 > > > > > > > > > Chapter 04 >>>

<<< セ ミ ナ ー 案 内 > > > > > > > > > > > > > > > > > > Chapter 05 >>>

<<< 編 集 後 記 > > > > > > > > > > > > > > > > > > > > Chapter 06 >>>

● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

『 増えるメガフランチャイジー 』

フランチャイズ・チェーンの加盟店を取り巻く環境が大きく変わり始め、加盟店の
担い手や経営形態が多様化してきました。具体的には、加盟店のオーナーは個人から
法人への移行が進み、かつ多店舗経営も増え、雇用の確保や投資対象として進化を始
めています。

経済産業省が行った「メガフランチャイジー（一つの企業として複数のフランチャ
イズ・チェーン本部と複数契約を結び、他店舗経営をしている加盟店の経営形態）実
態調査に関する調査報告書」にはその実態がよく表れています。

第一に加盟店の店舗所有数の実態は、一店舗のみの加盟店経営者は全体の約３０％
であり、フランチャイズ加盟店舗の約７０％が複数店舗を持つ加盟店経営者によって
所有されます。第二に、新しいビジネスモデルや新商品・新サービスの開発について
の加盟店の参画実態が挙げられます。フランチャイズ事業に関して、フランチャイズ



本部から提供されたノウハウではなく、自ら工夫した、あるいは改善した商品やアイ
デアがあると回答した加盟店は約６７％に及び、自らが開発した商品やサービスが採
用され、同一チェーンの他の加盟店にも適用されるようになったとするものが約６９
％にも達しています。しかも、それらの開発商品やサービスが、自ら加盟するフラン
チャイズ・チェーンのみならず、他のフランチャイズ・チェーンや会社にも採用され
たとするものが約４６％に及んでいます。

このように、フランチャイズ・パッケージにおける「ノウハウ」の開発では、フラ
ンチャイズ本部だけでなく、加盟店側、特にメガフランチャイジー側にも大きな役割
を分担してもらっていることがわかります。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 １９ 回 -----
【 ラ・プエンテ(LA PUENTE) <6> 】

----------------------------------------------------------------------------

「ラ・プエンテ」は、特徴のあるレストランが多いですが、その中で最も興味の引
かれるレストランをご紹介します。

◎FUDDRUCKERS①（ファ－スト・カジュアル）☆☆☆
「ファドラッカー」は、いまをときめく「ファースト・カジュアル」の代表的なレ

ストランです。「ファースト・カジュアル」といいますのは、次のような意味があり
ます。

「ファースト・カジュアル」は、「ファーストフード」と「カジュアル・レストラ
ン」の中間といういみで名づけられたものです。商品はお客様がご注文されてからク
ッキングするのが原則で、出来たての美味しい商品を味わえ、ファーストフードと比
較して高品質な商品が提供されます。原材料は原則として、フレッシュで高品質なも
のが使用されます。店舗の雰囲気は、カジュアル的で楽しさが感じさせるもので、キ
ャッシュ＆キャリーながら接客サービスは「ホスピタリティ」にあふれています。

アメリカでは、ハンバーガー・ビジネスを、第１世代が「McDonald’s」、第 2 世代
が「WENDYS」、第３世代がグルメ・バーガーと言われていました。このグルメ・バー
ガーは、後に「ファースト・カジュアル」と称させるようになり、その代表的なチェ
ーンが「FUDDRUCKERS」「FLAKY JAKES」「IN－＆－OUT」で、一世を風靡しています。

第１世代の「McDonald’s」は、ハンバーガー・パティは冷凍で、システムは完璧
でありますが、すぐに手渡されるといったように、商品の提供と価格の安さを競うビ
ジネスです。

価格の安さという面では、完全に「競争戦略」が確立されていて、「リーダー戦略」
が「McDonald’s」、「チャレンジャー戦略」が「BURGER KING」、「フォロアー戦
略」が「JACK IN THE BOX」、「ニッチャー戦略」が「WENDYS」「CARL’S JR」
でして、価格調査を開始したのは 1970 年代でありますが、今日にいたるまでこの現象
は続いています。



しかも、この戦略の違いは、売上高の順位にもまったく当てはまり、どんな挑戦を
しようとも、変わりはありません。かつて、「BURGER KING」が「McDonald’s」を
追いつけ追い越せとばかりに多量の広告を行いましたが、結果は惨敗でした。また
「WENDYS」も「ニッチヤー戦略」の雄と称えられ「差別化戦略」のモデルとされてい
ましたが、「チャレンジャー戦略」を行おうとして失敗し、それ以後低迷を続けてい
ます。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２１ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (３)

<3>マクドナルド兄弟との出会い

クロックがマクドナルド兄弟に出会ったのは、1954 年の 52 歳の時でした。それは、
カリフォルニアのマクドナルドの店からマルチミキサーの注文が８台きたときでした。
クロックはミルクシェークを 48 杯同時に作らなければならないほど繁盛している店を、
実際に見てみようと思いつきました。

クロックは、マクドナルド兄弟のハンバーガー・スタンドに近づくにつれ、ひきつ
けられたのは、遠くからアーチ式の看板が太陽のもとでギラギラと輝いていたことで
した。さらに店の前までくると、列をつくって並んでいる人の多さに圧倒されたばか
りでなく、お客様の列が一向に減る様子がなかったことでした。クロックは、「世界
中どこでもやろうと思えばできる商売である」と感じました。

マルチミキサーのセールスマンであったクロックは、このマクドナルドのスタンド
を見て感心させられたのは、品質の高さ、迅速なサービス、清潔な店であり、ムダが
なく、しかもハンバーガーが 15 セントで売られていたことで、手作業にもかかわらず、
２～３分待たなければならないお客様は１人もいないということでした。そして、ク
ロックは、この店の運営方法はこれまでに見たことのない、本当に驚くべきものであ
りました。

<4>クロックのハンバーガー・ビジネスへの転換

クロックは、カリフォルニアに２～３日滞在して、マクドナルド兄弟の店をつぶさ
に調べあげ、新産業として将来を見抜き、飲食業界に巨大な空間を埋めるものとして
確信したと同時に、これなら全米に展開できると思い、マクドナルド兄弟に全米の展
開を進めましたがあまり乗り気ではなく、フランチャイズ化も代理人まかせでした。



クロックが全米の展開を進めたのは、マルチミキサーの拡売のためでしたが、マク
ドナルド兄弟が新しい代理人を捜していることを知りました。クロックはシカゴに帰
って１週間後、マクドナルド商法の可能性について考えているうちに、クロックの考
え方が大きく変わり、マクドナルド兄弟に電話をかけ、代理人が決まっていないのを
知り、自分にやらせて欲しいと申し込みました。

<5>クロックのフランチャイジー化

マクドナルド兄弟は、クロックにフランチャイジー売上高の 1.9％をロイヤルティ
として徴収し、クロックは 1.4％を会社の費用として使え、残りの 0.5％は、「マクド
ナルド」の名義料とファーストフード・システムの使用料として兄弟に支払うもので
した。クロックは、この要求がきついものとは気がつかず、彼が最も欲しいと思って
いた「マクドナルド」という名前を手に入れたのでした。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 法 定 開 示 書 面 」

----------------------------------------------------------------------------

フランチャイズ契約を結ぶ前に、本部は加盟を希望する人に「契約のあらまし」を
記した書面を手渡して、その内容を説明しなければなりません。

これは、「中小小売商業振興法」、「独占禁止法－フランチャイズ・ガイドライン」
で規定されているものです。この書面を一般的に「法定開示書面」とか「契約のあら
まし」と呼んでいます。

フランチャイズ・チェーンに加盟しようとする人は、いきなりフランチャイズ契約
を渡されてもチンプンカンプンで、内容を十分理解しないままサインしてしまう傾向
にあり、契約の主な点を書面にして説明をすることを法律で決めてあります。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------



1．リクルート アントレフェア in 東京
「有望フランチャイズ大研究」

日 時 7 月 6 日 日曜日 15 時 15 分 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト西３ホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントを公開。また、弊社のフランチャイズ
加盟サポートシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 7 月 11 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 7 月 19 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古



会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

月が変わって７月、梅雨の合間の日差しは強く、夏の気配が一段と濃く感じられる
季節になりました。一年の半分が過ぎ、後半戦です。

７月７日から洞爺湖サミットが始まります。すでに３４回を数えるこの主要８カ国
首脳会議（Ｇ８）は、日本をはじめ、アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタ
リア、カナダ、ロシアの８ヶ国及び欧州委員会委員長が、年１回集まり、国際的な経
済的、政治的課題について討議する会議です。ところで、この８カ国の首脳の名前、
覚えていらっしゃいますか。

よく弱腰外交といわれる日本ですが、洞爺湖サミットは世界各国に日本を理解して
もらう絶好の機会ですので、福田総理をはじめとする日本政府の方々には、ぜひリー
ダーシップを発揮して存在感を表してほしいものです。
（ http://www.g8summit.go.jp/ ）

おりしも７１年前の同じ７月７日、第二次世界大戦へのきっかけとなる「盧溝橋事
件」が起きた日です。この事件をきっかけとして国際的に孤立していく道程を歩んで
いくわけですが、その同じ日に日本でサミットが開かれることは隔世の感があります。

ビジネスマンとして、世の中全体の大きな流れ・グローバルスタンダードと今やっ
ている自分の仕事の対比は重要です。一人ひとりが、マクロ的視点で物事をとらえつ
つ、それを自分の仕事に反映させていくことがいかに大事かを感じさせられます。
温故知新。社会とのつながりが見えにくい現代だからこそ、「盧溝橋事件」を今一度
振り返って見る必要がありそうです。

ちなみにＧ８出席予定の首脳は、福田康夫（議長・日本国内閣総理大臣）ジョージ
・Ｗ・ブッシュ（アメリカ合衆国大統領）ゴードン・ブラウン（イギリス首相）ニコ
ラ・サルコジ（フランス共和国大統領）アンゲラ・メルケル（ドイツ連邦首相）シル
ヴィオ・ベルルスコーニ（イタリア首相）スティーヴン・ハーパー（カナダ首相）ド
ミトリー・メドヴェージェフ（ロシア連邦大統領）そして、ジョゼ・マヌエル・ドゥ
ラン・バローゾ（欧州委員会委員長）です。
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